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≪授業の概要≫
近年、日本の証券市場は大きく変化した。１９９０年代初頭以降の株価の急落と長期低迷
の下で、長らく日本の企業システムを特徴づけてきた株式の持合いが解消に向かう一方、
証券市場、ことに株式市場の機能強化と活性化を図るため一連の証券市場改革が行われた
からである。本講義では、戦後日本の証券市場の変遷をたどった後、現代の金融・証券市
場を理解するかぎとなる金融の大きな流れ一証券化、テリバティブーについて説明する。
　１ 金融市場と証券市場
  　（１）金融市場
　　（２）銀行と証券会社
　２ 戦後日本の証券市場
　　（１）高度成長期の金融と証券
　　（２）証券市場の構造変化
　　（３）バブルと証券市場
　　（４）平成不況下の証券市場改革
　３ 証券化
　　（１）アメリカの証券化
　　（２）日本の証券化
　４ デリバティブ　
　　（１）デリバティブとは何か
　　（２）スワップ
　　（３）先物
　　（４）オプション
　　（５）クレジット・デフォルト・スワップ
【評価方法】
レポートの内容および出席状況により評価する。

≪テキスト≫
なし

≪参考書≫
講義の中で紹介する。
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